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北海道臨床教育学会第11回大会について 
 

北海道臨床教育学会第11回大会は、新型コロナウイルス感染症の終息が見通せないこと 

から、ZOOM(オンライン会議システム)を使用して開催します。詳細は、6月に発行予定 

のニューズレターでお知らせいたします。 

本号では、大会概要や発表申し込み等についてお知らせいたします。 

  

  

北海道臨床教育学会 第11回大会 

■日時：2021年7月17日（土）～18日(日)   

zoom(オンライン会議システム)を活用して実施 
 

■タイムテーブル 

 

大会１日目 (７月１７日・土) 

 受付 13：00～ 

■全体シンポジウム（一般公開）    13：30～15：30  

   ■自由研究発表（事例研究・一般研究） 16：00～17：00 (終了予定) 

 

大会２日目 (７月１８日・日) 
 受付 9：30～ 

■課題研究(リフレクション部会、編集委員会)   10：00～11：30  

   ■総  会              11：45～12：30    

 ■会員交流の時間(仮)         12：45～14：00 

 

■参加費 無料 事前申し込みが必要です。詳細は次号(6月)にて。 
 

全体シンポジウムのみ、非会員(一般)にも公開します。
多くの方のご参加をお待ちしています。 
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現場からつくる臨床教育学 
―今の⼦ども・若者の姿、声に伴⾛する― 

  

第 10 回大会に代わる研究会では、コロナ禍における⼈々の「⽣きづらさ」の現実に焦点を当て、さ

まざまな場所で一⼈ひとり異なる悩みや課題を抱える⼦ども・若者と向き合い⽀えあう、発達援助職の

⽅々の貴重なお話を伺うことができました。  

研究会を終え、私も一⼈の実践者として自分自⾝の取り巻く環境を考えました。オンラインの向こう

で姿かたちの見えない学⽣たち。⽬の前にいないから、彼らが今何に困っていて、どのような援助

を求めているのかがわからず途⽅にくれた日々――。  

でも考えてみると、それがきっかけとなって見えてきたこともあります。遠隔でも一⼈ひとりに⾔葉

をかけ、話を聴きだすと、そこに漏れてくるのは間違いなく、それぞれが異なる声でした。いつも集団

で教室の中にいたときには感じ取れなかった、一⼈ひとりの気配をこれまでより丁寧に感じ取れた体験

でもあったことに気づかされました。  

私たちの学会は、その８割近くが今まさに⼦どもや若者と向き合う援助職についている実践者であ

るというのが一つの特徴となっています。さらに研究会の中で求めたアンケート調査では、多くの援

助職の⽅々が「深い⼦ども理解」を旨とし、日々の実践の中で、それぞれの職場において⼦どもや若

者と向き合う日々を送っていることが明らかとなりました。現場で、同じような思いを抱きながら実践

を続けている者どうしが、未だコロナ禍にありつ つ 10 年の節⽬を迎えたこの大会で、それぞれの職場の

現状を持ち寄って繋がり、共に社会にその⽀援を広げていく⽅法を考えることには、大きな意味がある

のではないでしょうか。  

さて、「原点回帰と次世代開拓」を掲げ、次なる 10 年のスタートを切ることになる第 11 回大会では、

一⼈の⼦どもを⽀援したいという思いから出発して独自の教育スタイルをつくりあげ、北海道に教

育と福祉が繋がる⽀援の場を今まさに築こうとしている実践家にご登壇いただきます。そのご経験に

学ぶ時間の中で、臨床教育学を冠した「深い⼦ども理解」のあり⽅、そして発達援助職としての可能

性を改めて、共に考えたいと思います。                (以上、文責：荒⽊ 奈美) 

  

登壇者および報告テーマ  

  

■登壇者   ⾼橋勇造  ⽒（認定 NPO 法⼈ Kacotam）      

報告テーマ       貧困対策・⽀援でつくる「⼦どもにやさしい」つながり  

 

■コメンテーター：守屋 淳（北海道大学） 

■コーディネーター：荒⽊   奈美（札幌大学）   井上   大樹（札幌学院大学）  

シンポジウム    一般公開 7/17(土) 13：30～15：30 

ホームページ https://kacotam.com/ 

https://kacotam.com/


3 

 

 
 

 

 

7/17(土) 16：00～17：00  
 

自由研究発表は、「実践事例検討部門」 と「一般研究部門」に分かれています。発表を希

望する会員は、そのいずれかに応募してください。 申し込みされた発表内容を大会実行委員会

で検討し、各部門で分科会を編成いたします。なお、申込み内容によっては、大会実行委員会

から発表形式等の確認をさせていただくことがあります。 

 
 

研究発表にあたり「相談援助」を受け付けます 

 

 
 

「発表を検討しているが、どのようにまとめたらよいか」 等の疑問に対して、本学会会員の中

から学会発表経験豊かな援助者を紹介いたします。 

 発表未経験の⽅を含め、積極的な応募をお待ちしております。 

自由研究発表の募集 

<自由研究発表の申し込み> 
 

◎自由研究発表希望者（共同研究発表の場合は代表者）は、自由研究発表申し込み用紙

に必要事項を記入し、メール (hokkaido_rinkyo@yahoo.co.jp) 

に添付して担当まで提出してください。郵送の場合は、学会事務局(本ニューズレター

の最終頁に記載)へお送りください。 

◎ 自由研究発表エントリー締め切りは 5月10日（月）です 

◎ 自由研究発表は、本学会会員のみエントリー可能です。 

mailto:hokkaido_rinkyo@yahoo.co.jp
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■リフレクション部会企画  振り返りを書くということー自分の経験を他者へ繋ぐー(仮） 

■紀要編集委員会企画    検討中。次回ニューズレターにて詳細をお知らせします。 

 

 

その他、第11回大会の詳細は、6月に発行予定の 

ニューズレターでお知らせします。 
 

 

 

***---------------------------------------------------------------------------------------*** 

北海道臨床教育学会事務局 釧路市城山1-15 北海道教育大学釧路校 戸田竜也研究室 

メール hokkaido_rinkyo@yahoo.co.jp  ホームページ https://h-rinkyo.webnode.jp 

課題研究          7/18(日) 10：00～11：30 

【学習会のお知らせ】  

オープンダイアローグを知る・学ぶ勉強会（仮） 

 
 第10回大会に代わる研究会（ランチトーク）で話題に上がりましたオープンダイアローグに関す

る催しを企画しました。 

 オープンダイアローグに関心のある皆さんとまずは出会い、状況が許せば継続開催（不定期）

の勉強会にしていきたいと考えています。 

 詳細については、ホームページ等でお知らせします。 

 

  ■日  時  2021年5月22日（土）13:30-15:30 

  ■場  所  藤女子大学（花川キャンパス） ３階346室（庄井研究室） 

          ＊オンラインでのご参加も可能です 

  ■参加申込  担当理事 荒木奈美（araki-na@sapporo-u.ac.jp) 

   準備の都合上、5/15(土）までにお申し込みください。 

ちょっと一息…コラム 
「心の傷つき具合が見えたらいいのに…」と語る青年と出会いました。裂傷

や骨折など、「誰にでも見える傷」があれば周囲はなんとなくそれに合わせ

た配慮をしてくれる。しかし、心の傷や苦しさは「見えない」ために、自ら

周囲に申告し、説明しなければ配慮されない。説明したとしても、なかなか

理解してもらえないことも多いと語ります。この「見えない」ことは、青年

にとって、自分を理解すること、説明することばをもつことの難しさにもつ

ながっているようです。このような語りに耳を傾けている「私」は、自⾝の

傷も思い返し、深くうなずくのでした。(ト)  ※本⼈の了解を得て掲載 

mailto:hokkaido_rinkyo@yahoo.co.jp
https://h-rinkyo.webnode.jp/
https://hue-it.hokkyodai.ac.jp/cgi-bin/cbgrn/grn.cgi/mail/send?to=araki-na%40sapporo-u.ac.jp

